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会員と千葉県連盟をつなぐ

 

ちばニュース

 
２０１７年 １月号

 

 

 

 千葉県勤労者山岳連盟 
Ｃｈｉｂａ Ｗｏｒｋｅｒｓ Ａｌｐｉｎ Ｆｅｄｅｒａｔｉｏｎ 

     ２０１７年 １月１日発行  通巻２８５号 

 
県連５０周年の歴史を 

引き継ぎ発展させよう 

 



                 １月号目次 

  
・ 目 次 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２ 
・  新年のご挨拶 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ３ 
・ １２月理事会報告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ５ 
・ ５０周年記念集会案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ６ 
・ ロングハイク案内 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ７ 
・ ムスタントレッキング報告（２） ・・・・・・・・・・・・・・・・  ８ 
・ 植樹祭案内「ゆう」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０ 
・ 県連たより  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １１  
・ 県連予定表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １２ 

 
 

            表 紙 説 明 
 ネパール・アンナプルナ４峰です。 
下山する日にやっと頭を出してくれました。 
朝だけ晴れ間から頭をだす雨季のワンチャンスでした。 

                  ――編集者―― 

2



     明けましておめでとうございます 

                   千葉県蓮 会長 広木 国昭 
  新しい年を迎えました。 
 千葉県蓮は２０１６年に創立５０周年を迎えました。 
２０１５年より実施してきました、創立５０周年記念事業は会員の皆様の 
ご協力をいただき予定通り進んできました。 
記念事業の総決算として「千葉県蓮創立５０周年記念交流集会」を１月１４日・

１５日に清和県民の森で実施します。 
５０年の歴史に学び、次世代に向かって第１歩を踏み出す記念事業です。 
ぜひ、多くの会員の参加をお願いします。 
仲間とともに、５０周年を喜び、新しい千葉県蓮を創り上げたいと思います。 
まず、県連は何をやっているのか、何をやろうとしているのか、会・クラブ・会

員の皆様から、よく見える県連にして行くことが重要だと思います。 
２０１７年も、理事会を先頭に頑張っていきます。 
会員皆様の参加・協力をお願いします。 
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年頭のご挨拶 

       千葉県勤労者山岳連盟 副理事長 鶴田秀雄 
 
 みなさま、明けましておめでとうございます。 
関東地方は元旦から穏やかな晴天に恵まれ、ゆったりと心静かに新春のひと時を過

ごされたことでしょう。そして、これからの自分と山々の交流、山仲間との交流に

思いを馳せた方もたくさんいらっしゃると思います。私もその一人です。確実に衰

えていく体力とまだ消え残っている山への情熱をどうバランスさせるか、年ととも

に数を増しグループの雰囲気を変えつつある若い新しい山仲間と何を語ろうかな

どと思いが行きます。前者は大変ですが、後者は考えるだけでも楽しいです。 
この楽しみは交わる人の数が多ければ多いほど豊かになります。みなさん、 
千葉県連には 19 の会で 800 人近くの山仲間がいます。そしてユニークな方や、各

会の雰囲気を変えつつある新しい若い方々がたくさんいらっしゃると思います。県

連という場でこのような方々を知り交流し合おうではありませんか。 
残念ながら今の県連はこのような場になっていません。県連という組織には関心が

ない方も人には関心をお持ちだと思います。どんなイベントどんな場でもいいです

からまず参加しましょう。そして交流し、人から刺激を受け、人に刺激を与える場

にしようではありませんか。確かに顔なじみの仲間は安心感がありそれなりに楽し

いですが、それだけではその組織には将来はありません。 
昨年 1 年間は県連は変わろうとして変わらない苦しみの中にありました。今もそれ

が続いています。新しい方々の顔が見られるようになれば、今苦労している役員の

なり手も出てくるでしょう。 
新春を寿ぐべきご挨拶のつもりがやや深刻になってしまったことをお許しくださ

い。 
最後になりましたが、みなさまの今年 1 年間の安全で充実した山行をお祈りします。 
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  １２月県連理事会を実施しましたので、下記とおり報告します。 
 
１、実施日    2016 年 12 月 15 日（木） 19 時～ 
２、実施場所   船橋市西部公民館 
３  議事 
（１）各委員会報告（１） 
  ①、教遭委員会 
   ・事故の分析アンケート CAC、ちばこまくさハイキングクラブから提出あり 

１３会から提出があったが、未提出の６会は早急に提出の事。 
  ②、ハイキング委員会 
   ・第 33 回房総ロングハイク募集中 参加者 30 人くらいか？ 
  ③自然保護委員会   

・来年度統一クリーンハイク日程検討中。各会独自プランも検討して下さい。 
  ④女性委員会 
   ・第 15 回東日本女性登山交流集会ＩＮ富山に千葉県連 11 名参加  
    東葛山の会 ７名  千葉こまくさハイキングクラブ ４名 
（２）６会合同会議で選出される、役員任期とそれに関連する今後の総会スケジュール 
   ・標記の件に関し役員会からの下記提案が承認された 
  ① １月２３日の６会合同会議で選出した三役は、２月に臨時総会を招集して正式に

決定する。（総会と総会の間は、会代表者・県連理事合同会議を予定しているが、

県連規約により、役員選出は総会・臨時総会で決定する事になっている） 
  ② 上記役員の任期は臨時総会後２年間とする。 
  ③ ２０１７年２月の臨時総会後、定期総会は２年間隔で開催する事になる。 
    （これらは、１月２３日の６会合同会議で、次期三役が決定した時の処置である） 
（３）創立５０周年記念交流集会について 
   県連役員・理事は１１時に現地集合  一般参加者は１３時受付開始 
  ① 交流会 １６時～２１時 

・ 第一部 セレモ二― １６時～１７時 
・ 第２部 交流会   １７時～２１時（食事・飲食をしながら実施） 
注 ・１部セレモニーには、全ての作業を中止して参加をお願いします。 
  ・食事準備は、１６時までに終了して下さい。 
  ・１５日は、起床・朝食などは各会にて実施願います。 
  ・持ち込んだ、食材残・空缶・ゴミ類は、各会にて持ち替える事。 

  ② 参加者数について、現時点で役５０名です。目標１５０名には到達していません。  
    各会で１名でも多い参加をお願いします。 
    ・参加者の申し込みは、会ごとにまとめて・所定の用紙に記入して送付ください。 
  ③ 当日の運営は、県連理事・役員で分担して実施します。 

◆ 参加者数 現時点で役５０名です。各会は１名でも多くの参加をお願いします。 
                             以上  鶴田 記   

  理事会報告（２０１６年１２月） 
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創立５０周年記念交流会 

清和県民の森 

                 実 施 概 要 
１ 実施日    ２０１７年１月１４日（土）１３時集合 

１５日（日）１２時解散 
２ 会 場    千葉県立「清和県民の森」ロッジ村 
３ 参加費    一人 1,000 円（施設利用料 320 円含） 
         ロッジ使用料（１棟 3,350 円）県連補助 
４ 内容（予定）について 
  ① 創立５０周年の歴史と、仲間を感じられる事。 

② 参加者全員で創り、楽しめる事。 
  ③ 楽しい気持ちで、解散出来る事。 
５ ・参加者受付開始   １３時より 
  ・式典開始      １６時より 
   参加者は １６時までに寝場所・食事の準備を完了の事 
６ 持ち込んだ食材・ゴミ・空缶・空ビン などは持ち帰る事 

千葉県連創立５０周年事業のファイナルとして「記念交流会」を実施

します。この記念交流会が、創立５０周年、最後で最高の事業です。 
全会の参加で、創立５０周年を喜び、次世代への第一歩を踏み出す

記念集会にしたいと思います。 
参加人数が目標に達しません。一人でも多くの参加をおねがいします。 
 

千葉労山 

ハーモニカ・アコーディオン伴奏付 

☆ 問い合わせ・ご意見・要望などをお寄せください。 
  連絡先 danphiro@zpost.plala.or.jp (広木まで) 
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第 33 回 房総ロングハイキング募集 
          主催    千葉県勤労者山岳連盟ハイキング委員会 
日 時  2017 年 1 月 28(土)～01 月 29(日) 一泊二日 （当日参加可） 
集 合  七里川温泉：沖津屋 28（土）なるべく 15 時 30 分迄集合     

                    29（日）当日参加 6 時 00 分集合 
   君津市黄和田畑 921-1  電話 0439-39-3211  フリーダイヤル 0120-397428 

29 日コース 七里川温泉脇 8：00（バス、車）移動＝清澄寺 P,8：40 着 
9：00 出発・・一杯水林道・・W0（ツクバネ樫目印）入口 9：55/10：00・・（東大演習林） 
大平歩道入口地点・・W15：烏帽子山々頂 11：00/10・・巻道合流地点付近 11：30（昼食）12：
00・・W33：硯石分岐・・向峯林道・・鶏毛山Ｗ45・・民地・・坂本駐車場ゴール 14：30 着  

歩程約 5 時間 30 分（休憩含む）  25,000/1 地図  「上総中野」「安房小湊」 
募集人員  ６０名位 
費 用  6,000 円（一泊二食と弁当、移動） 当日参加 1,000 円（弁当、移動、） 
締 切  12 月 26（月） 各会責任者へ申し込む  11 月末中間報告 

直接電車で参加の方   

電車時刻（往）JR 久留里線 木更津発 13：01 上総亀山着 14：08 

               々  15：48   々   16：54 

 上記着の時刻に合せて送迎車が出ます。 

自家用車：直接七里川温泉に来て下さい。スペース 5 台位（出来れば JR でお願いします） 

行動予定  
 01 月 28（土）15：30～   受付開始 

          17：30～   挨拶、ガイダンス（日程、コース説明） 

         18：30～   夕食、交流会後就眠 

 01 月 29（日） 6：30    起床、掃除、支度  

         7：00    朝食（弁当を受け取る）（食事は自由） 

         8：00    バス、車移動＝清澄寺 P 8：40 着（当日参加者は時間厳守） 

        9：00    ロングハイキング出発 

          14：30   坂本駐車場着（JR、バスで送迎） 

電車時刻（復） 安房天津駅 15：00 発：千葉 16：50 着 

        安房天津駅 16：21 発：千葉 17:42 着 18：03 発：千葉 19:53 着   

尚、東葛地区（東葛、松戸、柏、我孫子）はバス利用して、前日軽登山してから  
集合地（七里川温泉）に行く事にしました。 
行先   江月水仙ロード山行 
二日目 合同山行 
※各会纏めて、申し込み先  ハイキング委員長 松戸山の会 桑原年一 まで 
申し込み問合せ連絡先 ふわくハイキングサークル 実行委員長  中原 紀代治 
                         （TEL/FAX 0475-34-4757）      
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  「ムスタン」はヒマラヤ北側、乾燥高地地帯に位置しチベット民族の居住地域です。 

 チベットが中国領となり政府による破壊が続いている現在、中世の古き良きチベット文化が残

っています。 

 今まで訪れたアンナプルナ地域やクーンブ地方などに比べ、ネパールの特質である多民族・

多文化 は見られず、全てがチベット民族の歴史と文化です。住民の生活は農業と牧畜が主で

蕎麦や麦と家畜の飼料のトウモロコシの栽培、羊の放牧・馬の飼育が中心です。馬は生活には 

無くてはならない家畜で、日本でもそうだったように家族同様に大事にしている。豚は全くみかけ

ないのは宗教上の事かと思う。牛はチベット仏教とヒンズー教などの違いなのか極端に少なく、

牛乳をとるくらいとのことである。ローマンタンの周囲には広大な平地と水が豊富で農業が行わ

れている。夏にはピンクの蕎麦の花が一面に咲き、麦の緑とのコントラスが素晴らしいそうです。 

次回は花の時期に行ってみたい。収穫の終わった畑には、多数の馬が放牧されている。 

 10 月末、我々がローマンタンを後にした時には、朝晩の冷え込みに加えて日中も風が強くなり 

気温も下がり寒さが一段と厳しくなって来た。住民はポカら周辺に避寒を開始していた。 

・ ５日目 ガミ――ツアラン（泊） 

ガミは新築のホテルで、トイレとホットシャワーが付いているゆったりした部屋であった。料理も

美味しくダルバートとガーリックスープをいただいた。ネパールの食事はダルバートが主食で 

大盛りでお変わり自由である。私は、ダルスープに入っている香辛料が苦手であまりダルバー

トは食べないが、今回は香辛料が少なくおいしく食べられた。宿によってダルスープの豆類と

味付けが微妙に違って楽しめる。 

また、このホテル自慢のアップルパイは地元産リンゴと小麦粉でつくり絶品であった。 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

ツアランへは、比較的平坦で短い自動車道路のコースもあるが、４１７０ｍの峠を越え古いゴン

パ見学して行くコースにした。峠を越えるとローマンタンが見えた、振り返るとニルギリ峰とアン

ナプルナⅠ峰が見えた。アンナプルナⅠ峰は、中々見ることは出来ないが此処まで来ると2峰

並んでのサービスだった。途中で羊の大群に遭遇して立ち往生、行き過ぎるのを待つ以外に

ない。羊たちは一向に気にせず、のんびり草を食べている。まさしくビスタリー、ビスタリーだ。 

ローマンタン・ホーストレッキング 報告（２） 

                         広木 国昭（ちば山の会） 

 

 
ダルバート並盛 8 品付 左奥がⅠ峰 右手前はニルギリ峰 
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放牧しながら暖かい地方に移動して冬を過ごすとの事です。  

途中の古いゴンパは、格式があるそうで立派な壁画があり、カメラを取り出したら「ＮＯ」と一括

された、幾らか渡せば 「OK」だとガイドが教えてくれたが、其処までして写すこともないだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ゴンパにはヨーロッパからのトレッカーが大勢見学していた。ムスタンエリアにはヨーロッパ 

  のトレッカーが多く今回会った中で、ヨーロッパ以外はカナダからの団体と我々だけだった。 

  昼食はホテル自慢のアップルパイと特大ポテトのランチボックスをいただく。 

    ツアランはこの街道で 2 番目の大きな宿場である。古くから栄えただけあり、丘の上には 

  廃墟に近い古いゴンパと修復中の新しいゴンパが並んで立っていた。どちらもこの街道では 

  大きなゴンパで住民の信仰心の強さを感じられる。内部は壁画とチベッタン模様で彩色され

ている。若い修行僧が、修復現場のスバ運びや掃除をしていた。チベット文化圏では一族か

ら僧侶が出ることを誇りにしていると聞く、信仰上の事もあると思われるが幼くして寺に入る事は

家庭のためでもあると思われる。 

   我々は、ホテル泊だが、ヨーロッパのトレッカー軍団は石塀に囲まれたキャンプ地（草地・家

畜飼育場）でテント泊、食事は同行したコックがホテルのキッチンを借りて（有料）作っている。

時には食堂を占用されて泊り客は遠慮している（日本人に多い）。大人数の時は安上がりであ

り、少人数のグループはホテル泊である。屋上に増築した部屋はベッド以外は何もなく寒かっ

たが、明日はローマンタンに着くと思って我慢して休んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 明日は、いよいよローマンタンに到着予定、ここまで順調に来ることが出来た。初めての地に

多少の戸惑いを感じる時もあった。久しぶりだったので心配した高度順応も順調で安心した。 

 （以外に長文になってしまいました。まとまりが無く読みにくいと思います。もう 1 回のお付き合い

をお願いします。） 

  古いゴンパ 前方の山の向こうがローマンタン ボイルポテト と 絶品アップルパイ 

  ツアランの大きなゴンパ ゴンパの城壁からツアランの中心街
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植樹にご協力をお願いします（募金のお願い） 
記念植樹の予算としておよそ３０万円かかります。 
植樹の他、石碑の建立も予定しています。みなさん

の暖かなご支援をお願い致します。 
一口 1,000 円 口数は自由です。 
お振込先 口座番号：ゆうちょ銀行 
          00240－8－98419 
     加入者名：NPO 法人ちば労山ゆう 
           

                                          
 

～ 桜植樹の集いのご案内と募金のお願い ～ 

                      主催：NPO 法人ちば労山ゆう 
 

 ９月号で募集しました、宮城県石巻市谷川浜・洞福寺における「桜植樹の集い」の詳細

が決まりましたので、お知らせします。 
 バスは千葉地区と東葛地区より２台出ますので、申込みの際ご希望の乗り場を選択して

ください。宿泊は小渕浜の民宿となりますが、定員の都合上、「割烹民宿めぐろ」と「あた

ご荘」に分宿となります。どちらでも海の幸を御堪能できるか

と思います。めぐろは震災時にボランティアの拠点となったと

ころであり、あたご荘には鹿の食害を免れた房総の水仙が植え

られています。 
５日は東北人の信仰の拠り所であるみちのくの霊場・金華山

の参拝も旅程に入っていますので、ふるってご参加ください。 
  
  
 

 

 

 

 

 

 

 

日程：２０１７年３月４日（土）～５日（日） 
参加費：20,000 円（バス代、宿泊費）＊金華山往復の船代と５日の昼食は NPO が負担します 

募集定員：４８名     ＊旅程は交通の事情等により変更する場合があります。 
3/4 JR 千葉駅 NTT 前 6:30   

JR 松戸駅市民劇場前 7:00  ～牡鹿・谷川浜（植樹の集い開催） 
～小渕浜 民宿・めぐろとあたご荘に分宿（泊）－ － 夕  

＊19:30頃より割烹民宿めぐろにおいて、交流会を予定  

3/5 鮎川浜＝臨時便ドリーム号往復＝金華山黄金神社参拝～帰葉（２０時頃

予定）                        朝 昼 －                                
☆ 問い合せ先・申込先  

・ 佐藤勝子（ふわくハイキングサークル） 

tel/fax 043-306-5238  携帯 090-7631-4837 e-mail k-sato111@asahinet.jp 
☆ 問い合わせ先 

・ 広木 国昭（千葉県連会長） 
・ 携帯 090-8316-2020  Ｅメール danpuhiro@zpost.plala.or.jp 

谷川浜・桜植樹の集い 
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千葉県勤労者山岳連盟（千葉労山） 

◎ 県連盟事務所 
 〒262-0033 
 千葉市花見川区幕張本郷 1-29-18 
   レジデンス幕張台 101 号室 
 ＴＥＬ・ＦＡＸ： 043-306-1190 
 Ｅメール：rousanchiba@grape.plala.or.jp 
 ＪＲ総武線幕張本郷下車、海側 徒歩５分 

（県連事務所に常駐者はいません） 
 
◎ 千葉県連ホームページ 
      http://www.cwaf.jp 
県連盟への問い合わせは、上記ホームページ

事務局への問い合わせまでお願いします。 
◎ 加盟会会員の事故一報送付先 

教遭委員長・岡田 賢一 
ken-ichi@f4.dion.ne.jp 
Ｆａｘ：043-271-4704 

  事故一報は、全国連盟事務局にも必ず 
送付の事。 

◎ 「ちばニュース」原稿送付先 
   発行責任者：広木 国昭 
    danphiro@zpost.plala.or.jp 
◎ 連盟費振込み先 

郵便振替口座 00160-3-481509 
千葉県勤労者山岳連盟 

◎ 東日本大震災・支援金振込み先 
  口座番号：ゆうちょ銀行 
      ００２４０－８－９８４１９ 
  加入者名：ＮＰＯ法人 ちば労山ゆう 
       代表者 吉田 哲治 
◎ その他、県連盟、全国連盟への、 

ご意見・問い合わせなどは・広木まで 
 
 
  

 

ＮＰＯ法人「ちば労山ゆう」 

 「ちば労山ゆう」とは、東日本大 
震災を支援するために、千葉県勤

労者山岳連盟を母体として活動

を始めた、被災者支援ＮＰＯ法人

です。 
◎ 「ちば労ゆう」への入会は 
千葉県連盟ホームページから 
常時入会出来ます。 

・入会申し込みは   
http://www.cwaf.jp/contact/10-2/ 
・「ちば労山ゆう」への問合せは 
http://www.cwaf.jp/contact/09-3/ 
  

◎ 支援活動日のお知らせ 

 ３月４日・５日 植樹祭 

牡鹿半島・谷川浜 

   バス２台 ４８名 

◎ 支援物資販売活動について 

・ 支援活動に参加する皆様の、 

交通費などの補助・被災地の 

復興支援に取り組んでいます。 

ご協力をお願いします。 

・三陸・気仙沼直送の支援物資は 

「おさしみわかめ」「さしみこんぶ」 

「くきわかめ」「すき昆布」 

「とろろこんぶ」です。 

 常時用意していますので連絡を

お願いします。 

 
danphiro@zpost.plala.or.jp 
  

支援物資に関する問い合わせは 
下記アドレスに連絡を！ 
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　　　行事予定 　　　　行事予定

1 日 1 水

2 月 2 木

3 火 3 金

4 水 4 土

5 木 5 日

6 金 6 月 全国拡大三役会

7 土 7 火 県連役員会

8 日 8 水

9 月 9 木

10 火 県連役員会 10 金

11 水 11 土

12 木 12 日

13 金 13 月

14 土 創立５０周年交流集会 14 火

15 日 　清和県民の森 15 水

16 月 16 木 県連理事会・全国理事会全国

17 火 全国三役会 17 金

18 水 18 土 全国評議会

19 木 県連理事会 19 日 晴美グランドホテル

20 金 20 月

21 土 21 火

22 日 22 水

23 月 ６会合同会議（県連事務所） 23 木

24 火 24 金

25 水 25 土 代表者会議（臨時総会）

26 木 全国理事会 26 日

27 金 27 月

28 土 房総ロングハイク 28 火

29 日 　　　〃

30 月

31 火

　　　　　　　　　　　県　連　活　動　予　定　表

1 月 2  月

発行者　：　千葉県勤労者山岳連盟

　　　　　　　〒２６１－００１３　千葉市花見川区幕張本郷　１－２９－１８

　　　　　　　レジデンス幕張台　１０１号室

　　　　　　　ＴＥＬ・ＦＡＸ　０４３－３０６－１１９０　（事務所に常駐者はいません）

発行責任者　：　　広木　国昭

問い合わせ先　：　千葉県勤労者山岳連盟ホームページ　事務局への問い合わせ
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